
近畿大学交換・派遣留学帰国報告書 

交換・派遣留学帰国報告書 
 
学部・学科：                   
学籍番号：                    
氏名：                      
 
※留学を希望している近畿大学学生があなたと連絡を取りたい場合、あなたのメールアド

レスを学生に伝えることに同意しますか。 
□同意する       □同意しない 

同意する場合、連絡可能なメールアドレス  
 
留学先国名：                       
留学先都市：                       
留学先大学：                       
留学先所属学部：                     
留学期間：   年   月～   年   月 
学年（出発時）：   年 
帰国報告書提出日：   年   月   日 
 
１．留学先大学について 
（１）留学先大学の特長 
 
 
 
 
 
（２）留学先大学のサポートについて 
語学面でのサポート 

 
 
 
 
 勉強面でのサポート 
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精神面でのサポート 
 
 
 
 
 生活・住居面でのサポート 
 
 
 
 
２．生活環境等について 
（１）住居についてアドバイスを含め自由に記入してください。 
 
 
 
 
 
 
（２）パソコンについて 
 PC の保有状況：□日本から持参した  □現地で購入した □保有しなかった 
 Wi-Fi の有無：□有  □無 
 住居内でｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続していた場合、プロバイダー、料金等について記入してください。 
  
 
 
 
 大学での PC の使用可否：□使用できた □使用できなかった 
 大学で PC を使用していた場合、施設の場所や時間制限等について記入してください。 
 
 
 
 
（３）医療について 

Health center（大学内施設として）の有無：□有  □無 
留学中に病院で受診したことがありますか。健康管理、衛生面について特に注意すべき

ことを記入してください。 
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（４）銀行口座について 
 留学先で口座を開設しましたか。どのように準備・手続きをしましたか。 
 
 
 
 
（５）異文化体験について 
 留学先の文化や習慣の違い等について記入してください。 
 
 
 
 
 ボランティア等、課外活動を行いましたか。 
 
 
 
 
 留学先の安全性や外国人への態度等、留意していたことがあれば記入してください。 
 
 
 
 
３．後輩へのアドバイスについて 
（１）現地で参考となった留学先国の情報（HP や出版物等）を記入してください。 
 
 
 
 
（２）日本から持参すると良いと思われるものを記入してください。 
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（３）留学したことによって得られたことについて記入してください。 
語学力：留学前－資格試験名称                      点（級） 

留学後－資格試験名称                      点（級） 
 

 
 
 
（４）留学において最大のトラブルは何でしたか。 
 
 
 
 
（５）授業について：クラスの人数、成績評価、現地学生の取り組み方等 
 
 
 
 
 
（６）留学期間中に就職活動をしましたか。どのように活動したか教えてください。 
 
 
 
 
 
 
４．費用について 
留学費用の概算を円で記入してください。 

（１）留学時のレート：            
（２）航空運賃：               
（３）住居費（月額）：         ×留学期間月数   カ月＝          
（４）食費（月額）：         ×留学期間月数   カ月＝          
（５）保険料：                
（６）その他：                
（７）留学費用の合計：                 
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５．その他 自由に記入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．留学先大学のキャンパス等、思い出に残る写真をぜひ添付して送信してください。 
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	fill_19: 勉強は、全て自分がしたいことをするので、基本的にはないです。わからない時は寮のルームメイトに教えてもらったりしました。
	fill_18: ITMO大学にはBuddy systemというクラブがあって、これは留学生を対象に、大学の学生が生活をサポートしてくれます。例えば、僕の場合はGymに行くための健康診断、PCR検査の予約、ボーリング、スケート、他の街に行くときにすべきことのサポート、携帯の契約、学生キーの制作、銀行カードの作成などなど、たくさん助けてくれました。
	fill_17: ITMO大学は、国際色すごく豊かで、たくさんの留学生がいます。クラブやコンペティションもすごく活発で、みんな生き生きとしています。ITに特化した大学で、本当にたくさんのIT学生がいます。キャンパスも4つあって、自由に行くことができます。ピアノを弾きたい時は、部屋を借りてピアノを弾くことができます。コワーキングスペースが24時間営業なので、いつでも学習できます。とにかく素晴らしい大学です。
	PrintButton1: 
	: 
	hid_yoshiki_num: C943a
	fill_21: 精神面でのサポートは、信頼できるロシアの友達に「人と話しすぎて疲れちゃったんだよねー」とか言って、お話を聞いてもらったり、サンクトペテルブルグはどこを歩いても綺麗なので27 Kmくらい時には歩いて、気分を晴らしていました。
	fill_22: 住居面でのサポートは、まずは寮の登録だったりはバディーが一緒にいてくれました。それ以外の洗濯とか、食事とかはルームメイトに聞いたり、ロシア語でなんとか聞いてやっていました。人に頼るよりも自分でやったほうが楽しいと思うので、サポートはないほうがサバイバル感がでて、人生面白いです。
	fill_23: まず、寮に入った時は隔離でPCR検査の結果が出るまで違う部屋に収容されていました。その時は劣悪で、シャワーも茶色のシャワーでした。本当にくそでした。そして、さくらは泣いていました。ですが、僕はこの環境を楽しめていることにすごく快感を覚えました。そして、それが終わってついにずっと住む部屋に移動したのですが、そこは3人部屋でロシア人とタジキスタン人でした。2人はIT guyなのでなんでも教えてくれました。そして、時にはモチベーションをあげる感じで、彼はスティーブ・ジョブスのお話だったり、イーロンマスクだったりのお話をしてくれました。本当に素敵な人でした。でも、きた時は香水を30プッシュくらいしてきたので、まじで嫌で寮を出ようかって思っていました。もう一人は、常にヘッドフォンをしてゲームのリーグオブレジェンドをしていました。常にオンラインゲームだから人と電話しながらやっていて、うるさかったですが、もう慣れました。机は2つしかないので、一人のゲーマーはデスクトップなので机は1つしか残っていなくて、タジキスタン人の人と一緒に使ったり、彼が使っているときは僕はスーツケースを机代わりにして使っていました。ですが、僕は寮に帰るのはいつも夜の10時くらいだったので、そこまで問題はなかったです。寮には食堂があって、めちゃくちゃ美味しいです。だから日本食食べたい！なんて思ったことは一度もないです。僕が住んでいたのは5階なのですが、エレベーターがないので全て階段の移動でした。シャワーはシャワー室がカーテンで仕切られているだけなので、脱衣所なんてありません。だから、シャワー室で服を脱いで、上に服をかけて、そしてシャワーを浴びます。洗面所も共有で、同じ階にはベトナム人、シリア人、エジプト人、タジキスタン人、ロシア人が主な住居人でした。もちろん、髭が濃い人がいるわけなので、髭を剃りっぱなしで洗面所を見たときに吐き気がするほどでした。よく剃りっぱなしにできるな誰だよまじでって思いました。そして、トイレは劣悪でした。毎回、トイレットペーパーを持っていって、便器についたおしっこを拭かないといけませんでした。本当にトイレの使い方は悪くて、みんな人のことを考えなくて本当に爆笑でした。こんな感じです。ですが、なんといっても一泊150円ですから、こんなの激安です。そして、こんなサバイバルな経験ができるのでもう最高でしかなかったです。そして、日頃の行いで寮のルームメイトも決まるので、日頃いい行いをしていれば、きっと運が良くていい人に当たると思います。夜も3時くらいに隣のベトナム人が騒いでいてうるさかったです。朝は同じルームメイトが毎朝6時に目覚ましが鳴って、僕が一番最初に起きるので、彼の目覚ましを何度も止めました。だから寝不足でしたが、僕は8万円のSHUREの遮音性イヤホンを持っていたので、それが耳栓になって、全く外部の音が聞こえなくなったのですごく持っていてよかったです。ルームメイトに、毎朝目覚ましが6時に鳴るのになんでいつも9時に起きるの？って聞こうと思ったんですが、もう起きている時はそんなのどうでもよかったので聞かなかったです。何より、寮に住むことによって心がすごくすごく広くなります。ああ、世界にはこんな人がいるんだ。いいじゃないの。って。それに僕のルームメイトはマットを敷いて、イスラム教の礼拝をしていました。それから、よく廊下が臭かったです。共同キッチンがあるのですが、ベトナム人の作る料理がくそ臭くて、もう我慢できないくらいでした。でも、とにかく心が広くなって、なんだってもう許せちゃうようになるんです。ああ、世界にはこんな人もいるんだ。こんなこともあっていいんだ。あああ、面白いなぁって。なので、寮に住むことをお勧めします。あ、僕は流石に寮では休憩したいので、廊下ですれ違う人、誰一人として目を合わせることもなく、話しかけてくるなオーラを出していました。もう友達をそこで作っちゃうと、廊下で会ったら話になっちゃって自分の時間を奪われるからです。でも、タジキスタン人はとにかく本当に優しかったです。けっこういたのですが、僕はタジキスタン人が大好きになってしまいました。みんな、例えばみかんを食べる？ってわけてくれたり、誕生日ケーキの片割れをくれたり。本当にコミュニティ文化でした。日本の壁を作るクローズド文化とは180度違いました。本当にタジキスタン人のフレンドリーには影響されて、僕もフレンドリーになっていきました。こんな感じに、本当に得られることが計り知れないので、絶対に寮に住んだらいいと思います。ですが、本当に心からは休まらないのです。ですが、こんなの慣れです。冷蔵庫も何もかもないですが、ルームメイトの実家がなんと冷蔵庫を送ってくれて、僕もそれを使っていました。そして、Wi-Fiも彼が契約したので僕はお金を送金していました。
	fill_24: ルームメイトの1人がWi-Fiを契約したので、月に180ルーブル（270円）くらい送金しました。
	fill_25: ITMO大学ではどこでも使えます。制限はないです。
	fill_31: モスクワの友達の家に3週間くらい滞在していた時に、疲れでインフルエンザになってしまいました。40℃の熱が出たので、救急車とドクターを呼んでくれて、それでインフルエンザとわかったのですが、薬をもらって、注射をお尻に打ってもらいました。ロシアの医療は無料ということで、お金は何も払わなかったですし、あらかじめ加入していた保険も何も使わなかったです。大学のHelth centerの有無はわからないです。あったとしてもみんな使わずに薬局で薬を買って自分で治しちゃいます。健康管理については、よく寝ることをお勧めします。僕はロシアでは、熱っぽくなったのが1回、インフルエンザになったのが1回、食中毒になったのが1回と合計で3回ほど体調を崩しましたが、どれも直前に忙しくて寝ていなかったり、ハードスケジュールだったり、モスクワの赤の広場からモスクワシティまで-21℃のなか歩いたりしたことが原因だったなぁと思います。疲れていて買ったチーズを冷蔵庫に入れるのを忘れてしまって、それを再び冷蔵庫に入れてそれを食べてから食中毒になって39℃の熱が出たりもしたので、共通点は寝ることです。なので、よく寝ることをお勧めします。衛生面については、マスクを基本的にしないので、来た時は不安でしたが、慣れてしまえばマスクをすることが億劫になってきてしまいます。これだけマスクをしていなくてもコロナに一度も感染しなかったので、マスクは本当にいるのかなぁって思ってしまうほどでした。
	fill_32: 登録しました。まず、登録したいですって言って、バディーと一緒に銀行アカウントを登録しました。
	fill_33: ロシアの文化は腐るほど経験しました。まず、コミュニケーションをしやすいです。なんでも聞いていいですし、初対面からハグもします。例えば、日本で初対面で家族のことを聞くと、え？って思われますが、ロシアでは、家族のこと、日本のこと、僕について徹底的に質問されますし、質問することも全くおかしくなくて、当たり前なので、コミュニケーションに関しては、発言する前に相手の頭の中を考える必要がなくて、本当に友達を作りやすいです。変な距離感もありません。人と話す時は、スマホの縦の長さくらいの距離しかないのでめちゃくちゃ近いですし、スキンシップもすごくあります。だから、すぐに仲良くなります。そして、ロシア人は家族第一主義なので、1日に1回は電話しますし、よく連絡をとっています。とにかくおもてなしの素晴らしい文化で、ホームステイをした4つの家族、全てが共通していたことは、冷蔵庫にあるものなんでもお勧めしてきて、大量に食べ物を用意してくれました。そして、常に気分はどう？元気？って僕のことを気遣ってくれました。本当に暖かいです。
	fill_34: 向こうでは、日本語クラブに属していて、日本語クラブに遊びに行ったりしました。あとは、オムスクに行った時にセラミック教室の先生の友達が日本語教室を運営しているということで、日本語教室に行って日本語を教えたりしました。別でサンクトでも日本語教師として少しだけ働きました。課外活動は数えればキリがないです。特に思い出に残っているのは、友達のダーチャ（別荘）に行ったり、カザンでダンスパーティーに招待されたのでそこで18世紀のダンスをしたり、映画撮影をしたりしました。オムスクではセラミックを作ったり、バーニャに入ったり、スノーモービルを乗ったりしました。ITMO大学の課外活動では、Yagadonoeっていうサンクトから2時間くらいのところにあるところで、みんなでキャンプをしました。あとは、ITMO大学のハロウィンパーティーでYagadonoeにいきました。その時は、僕以外全員ロシア人でロシア語しか話せなかったのですごく刺激的で楽しかったです。あと、Japanese national nightというパーティーがBuddy systemであったので、僕たちはBuddyと日本の食べ物を作って、日本についてのプレゼンをしたりしました。あとはイタリアン、ロシアンパーティーを開催したりしました。Radoga lakeにも行きましたし、夜行列車も乗りました。あとは、モスクワのSkoltechに訪れて、いくつかの研究室におじゃましたりしました。
	fill_35: サンクトペテルブルグはモスクワより危険ということをよく聞いたのですが、それは色眼鏡・固定観念でしかなくて、実際にサンクトペテルブルグは北新地より10倍は安全でした。何かをとられることは一切ないし、地下鉄で変な人に話しかけられたこともないです。危険な目にあったことは本当にスーパーでのあのことくらいで、夜中の2時に外を歩いていた時もありましたが全く危なくなかったです。外国人の態度としては、みんなオープンマインドで、僕と関わっていた人で嫌だなぁって思う人は誰一人いなかったです。みんな本当にいい人です。留意していたことは、常にお金やパスポートを小さなバックに入れて、その上からコートを着てチャックをかけることです。そして、人間観察を徹底的に行い分析することです。そうすれば、関わる人を選択できるので悩むことはありません。
	fill_36: なし
	fill_37: ファブリーズ詰め替え5個以上（冬の場合）。僕はファブリーズを3つしか持ってきていなくて、途中でなくなって悲しくなった。ロシア人にプレゼントするお菓子大量。僕はスーツケースの半分にプレゼントとしてお茶だったり、お菓子などの日本食を入れていたのですが、足りなかった。たくさんの人と関わる予定があるひとは、スーツケース1個分くらいに大量に持っていくといいです。レターセット。僕は無印用品でレターセットを2つ買ったのですが、足りなかった。そして、レターセットを買おうとしたんだけど、どこを探しても売っていないです。だから、手紙を書くのが好きな人はレターセットを5個くらい買っていくといいと思います。冬にビタミン剤はいらない。全て自分のマインドセットで変わるので、そんなのに頼っていてはいけない。Gopro。合計で、65個のビデオを作ることができた。
	fill_48: 友達が仕事を探してくれるところでバイトをしていたので、履歴書の書き方を教えてもらって、サンクトペテルブルグの日本語学校に連絡をとってくれて、日本語の先生として少しだけ働いていました。ですが、途中でつまらないとわかってやめました。
	fill_47: クラスの人数は、20人くらいです。多い時は、150人くらいの大きな会場で行いました。成績評価は、プレゼンや、宿題、出席は関係ない感じですが、先生によって違います。僕はロシア語のクラスが土曜日だったので予定が合わなくて2週間に1回のペース休んでいましたが、大事なのは結果であって、どれだけ授業を休んでも実際にロシア語が先生が望んでいるレベルに話せるようになればそれでおkなので、成績も良かったです。なので、ITMO大学の成績評価の付け方は本来の学習目的の根底である、結果がよければそれでよしの成績のつけ方なので素晴らしいと思いました。現地学生とは一緒に議論しながらスライドを作ったり、異文化理解の授業は基本的にコミュニケーションなので、常にクラスメイトとコミュニケーションをとっていました。
	fill_46: 基本的にトラブルはなかったのですが、あげるとすれば、3つあります。1つは、ファブリーズが途中でなくなってしまったことです。そのせいで、ジーパンを綺麗にする手段がなくなっちゃったので、ジーパンを着るのは汚い感じで嫌でした。もちろん洗えますが、ジーパンのインクが落ちちゃうので嫌でした。もう一つは、分刻みのスケジュールで人と会いすぎて、コミュニケーションをとりすぎて、動きすぎて、燃え尽き症候群に3回くらいなってしまって、心が死んでいるかのようになってしまったことです。でも、これも時間の問題で3日くらいたてばだんだん回復するのでトラブルではないように思えます。3つ目は、24時間のスーパーで街の中心にあるスーパーだったのですが、夜の11時くらいに行った時に、僕はかわいい帽子と赤色のジャンパーを着ていたので優しそうに見えたのか、たくさんの買い物客に「そこの若い者、パンを買ってくれないか」とか、言われたりしていたので無視していました。そして、僕は人のレジは嫌なので、セルフレジを使っていたら、急にバーコードにかざそうとしてきた若者がいて、つまりこれも一緒に買ってくれっていう感じです。でも幸いもうクレジットカード支払いの画面になっていたから、ピッてされることはなかったのですが、それで腹を立ったのか、僕のレシートを奪って、これは俺のだとか言って、どこかへ去っていきました。フッ。レシート奪ったからってお金は取れないぜ！へへ！って思いました。
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	fill_60: 僕は本当に、高校生の時からずっとずっと夢見ていた。長期留学。英語も全く話せない時から、ずっと夢見てきたこの長期留学で、中学生の時には派遣でシンガポールに行っている子を見ていいなぁ。羨ましいなぁって思っていた。その頃は、僕の評価も評判も先生たちからは最悪だったから、もちろん受かるはずがないし、その頃はいじめられていたり、悪さをしたりしていたので、もちろん受けようとする自信もなかった。そして、高校生の時にはこころに出会って、そのおかげで外国に興味をもっと持った。それで、将来は留学に行きたいって強く思った。同時に高校の頃にいじめにあっていたし、高学年も低学年も僕がいじめられていたことをみんな知っている。だから、僕の高校はアンチばかりだった。話したこともない人から見下した笑いをされたり、常に僕を見下ろしている目。本当に嫌だった。学校中で僕がいじめられていることやうその噂を言われ、陥れられた。だから、愛知県から出たいって強く思った。そのおかげで、ついに大阪の近畿大学に入学を果たすことができた。そして、入学を果たしてすぐに、僕は「大学生でやりたい100のこと」を作った。その上位にあったのが留学だった。ある日、何かの巡り合わせで、同じ生命科学科のユッキーと出会った。彼はロシアが大好きで、ロシア語を独学で学んでいただとか、そんなことを言っていた。僕はロシアに全く興味がなくて、1 mmも知らなかった。だけど、ある日、理工学部の中で数名がロシア短期留学に参加できるということを知ったので、それに参加することにした。そして、無事に合格して僕はロシア短期留学に行くことができた。そこの先が、ここサンクトペテルブルグだった。そして、この街で僕はアリョーナに恋をしてしまった。そして、僕たちの1週間というめちゃくちゃ短い時間だったけど、その間で彼女とのやりとりは本当に忘れられないものとなった。帰国してからは、思い出がたくさんあるものだから本を作ることになり、100ページ以上の本を作った。それから、夏にはロシアから留学生が来たものだから、彼らと京都やユニバーサルに行ったりした。そんなこんなで、僕はすっかりロシアが好きになっていた。2019年の11月には、スピーチコンテストでロシア短期留学でのアリョーナとのことをドイツ語でスピーチして優勝した。2020年には不思議なことに、またロシア留学に参加することができて、なんとカザンに行くこともできた。これもきっとアリョーナのおかげかもしれない。そんなこんなで、僕はもうすっかりロシア文化が大好きになってしまった。ここで、コロナが来た。2021年の9月からの長期留学はもう行けないかなぁってずっと思っていた。休学して留学しようかなとも考えていた。だけど、無事にIBPプログラムの選考に落ちたので、その休学はなくなり、研究室も一味違ったコンピュータを使った研究室に配属することになった。そして、一応留学をすることになったんだけど、コロナウイルスで行けるかどうかが本当にドキドキだった。だけど、ある日、なんと留学が行けるようになってしまった。本当に、僕は何かに導かれているかのように、この僕の夢であった長期留学に行くことができるようになってしまった。何か一つでも欠けていたら、この留学は行くことができなかっただろうって思う。研究室がコンピューターを使う研究室以外に配属していたら、コロナウイルスが爆発的増加をしていたら、もしいじめにあっていなかったら、もしアリョーナと出会っていなかったら、ユッキーと出会っていなかったら、選考で先生が可能性を見出してくれなかったら...考えたらキリがない。本当に僕はラッキーでしかなく、幸運に恵まれて、留学に行くことができた。だから、本当に全ての人に感謝をしたい。このストーリーから学ぶことはたくさんあるけど、特に学んだことは、「恋愛の力ってすごいな」っていうこと。今回のリーザとの恋愛でもそうだったんだけど、QRコードを要求されるかもしれないっていう恐怖や、全く知らない土地に一人で航空券を買って、一人で飛行機に乗る。もし、彼女のことが好きではなかったら、こんなことはできないなぁって思った。目標が1つ（今回は、彼女に会うこと）を見つければ、それに対して没頭できるっていうことを学んだ。本当に、死ぬこと以外怖いものなんてないんだなぁって。それに、死ぬかもしれないっていう境遇に立たされているからこそ、真の「生」を感じることができるから、本当に快感だった。こうやって、僕を勇敢にさせてくれて、天国な気分にもさせてくれるけど、盲目になると地獄になってしまう。だから、危険だなぁっても思った。だから、このパワーは計り知れない。そして、「人生は人との出会いで決まる」っていうこと。本当にそうで、僕のロシア留学は「高校の時にいじめをした人たち」、「ユッキー」、「アリョナ」、「先生」や、それ以外の人たちと出会ったおかげで、僕は導かれていった。だから、人生が変わるのは「人との出会い」っていうことは身にしみて感じた。だからこそ、英語を話せるようになって、世界中の人たちと会い、コミュニケーションをすることによって、人生を変えるきっかけになる確率を増やしていく。結局、ネガティブなことや辛いことも最終的には成功するための要素に過ぎなくて、その反動が大きい反動であればあるほど、自分が大きく変わるきっかけを作ってくれるということ。だから、挑戦してたくさん失敗しなければ、自分の夢は開かない。そして、常に強い意思を持って、行動していれば、いずれそこに道は開ける。今回のこの留学を振り返ってもそうだけど、強く思い続け、自分を信じ、適切な方向に努力をし続ければ、いずれ実る。僕はこれからの人生でも、自分の目標、そして人生を歩み続けていく上で、常に学び、努力をし続け、継続し、誠実に謙虚に、感謝の気持ちを忘れずに、尽力していきたい。僕の人生の哲学は、「決して後悔しないこと」。だから、毎日を無駄にせずに、今日が終わる時に、「僕は全てをやり切った。辛いことだとしても、僕はこの人生を生きたと誓える」って思える夜をこれからも過ごしていくつもり。人生、いつ死ぬかわからないからね。寂しい気持ちでいると、人生は短い。ポジティブに。僕は自分の人生を生きていく。（僕のロシア留学日記の854ページ, 855ページから一部引用）



